
児童発達支援施設における
食事支援事例

社会福祉法人 正夢の会

多摩市ひまわり教室
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基 礎 ・ 講 義 ７
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最初にー

社福）正夢の会
発達障害支援推進委員会（通称：３S委員会）

平成２１年立ち上げ。
法人内各事業所から、毎年１～３名が委員となり
月１回会議開催

各事業所の利用者事例を取り上げ、
「事例検討会」をグループワークで実施。
「特性理解・アセスメント⇒支援計画⇒実施⇒振り返り」
を主に行っています。

実践発表：翌年の新任研修，法人全体会議で実施



[利用者名 A 様]

年 齢 ４歳

性 別 男

診断名（基礎疾患）

取得手帳 特になし

障害支援区分

福祉サービス
（複数可）

児童発達支援：
（グループ療育３/週・心理個別療育1/月)

家族（在宅/居住施設） 父・母・妹

発達検査等所見
（あれば）

H27.11.
田中ビネー知能検査V

検査時生活年齢：3歳4ヶ月
精神年齢(MA)：2歳6ヶ月 知能指数(IQ)：75

① プロフィール【１】



人との関わり方
＊大人が調整することで人と「関わりたい」気持ちが育っ
ているが、双方向的ではない。

人との関わり方の
具体的ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ

＊街中で知らない人に急に声をかけて相手を驚かせること
が多くある。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の特徴（表現）

☑直接行動 □クレーン ☑音声 □ｾﾞｽﾁｭｱ □実物
□絵・写真 □文字 ☑単語 ☑二語文 □三語文以上
□独特の文法や言い回し（ ）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の特徴（理解）

□ｾﾞｽﾁｭｱ ☑絵・写真 □文字 ☑単語 ☑二語文
□三語文以上 □５W１Hで短い言葉掛け
☑ﾊﾟﾀｰﾝで理解 ☑支援者の動作（ﾓﾃﾞﾙ）
□その他（あれば ）

コミュニケーション面
での具体的
エピソード

２語文で要求を表現することができる。
おやつでは、写真カードでの要求が定着している。2種類
から選択して要求することも可能。

② プロフィール【２】



興味関心
（好きなこと）

屋外で三輪車に乗ることや追いかけっこなど、身体をたく
さん動かす遊び・車や電車などの乗り物

得意・不得意
得意：視覚的な理解・食べること
苦手：手操作が必要な作業・行動のコントロール

興味関心・得意不得
意の具体的ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ

お集まりの内容に興味があっても、着席し続けることが難
しくなり離席する様子が見られる。しかし、自分から“やり
たい”と思ったプログラムになると戻ってくることができる。

運動面での特徴

微細運動：指数字を作ることに困難さが見られるなど微細運動
の難しさがあり、本人も苦手意識を感じている。

粗大運動：遊具などの予測できない動きは苦手。経験すること
で慣れていくことができる。

感覚面での特徴
☑視覚 ☑聴覚 □触覚 ☑嗅覚 □味覚 □光
□湿度：気圧 □体温調節 □前庭覚 ☑固有覚
□その他（ ）

運動・感覚面での
具体的エピソード

＊お友達の体臭や、お弁当の匂いに敏感に反応し、近くにいる
ことを拒否する。

＊固有覚鈍磨：大きな足音を立てて歩いたり走ったりしながら足
裏に感覚を取り入れている様子が見られる。

③ プロフィール【３】



④「支援課題」となっている行動

支援上の課題

＊昼食お弁当時、ご飯とおかずを口いっぱいに入れて食べる。
＊食べ物を口に入れ過ぎて、処理し切れず、一回口から出して
再度食べる様子あり。

＊食事開始時間を待てず、“いただきます”の前に食べてしまう。

・昼食時の詰め込み食べ



事例検討シート（発達障害支援推進委員会）



ヒントシートを活用



⑤「支援課題」の背景・要因

背景仮説

⇒「待ち時間」が抽象的で分かりづらい
⇒ことばでのやりとりが分かりづらい
⇒目の前にお弁当があることで食べたくなる
⇒口内の感覚入力の為、口いっぱいに食材を詰め込む

①ことばの理解が苦手
⑨抽象的なことの理解が難しい
⑯感覚(口内感覚の鈍磨)



⑥[利用者A様］の長所・強味

「ヒントシート・特性」の「リフレ―ミング」
①目で見てわかることの理解は得意
⑨その場で求められていることや状況が
明確になっていれば守ることができる

⇒見通しが持てることには安心して自立的に取り組める

＊興味関心
・視覚的な理解がよく、シンプルな言葉がけも分かる。
・食べることが好き。
・様々なことに興味を持てる。

＊得意なこと・強味
・手順が分かり易いと、覚えた手順を忠実に行える。



⑦支援目標

具体的な支援の工夫
[Ⅰ]昼食前、食事までの待ち時間をタイムタイマーで提示。
[Ⅱ]「ランチョンマット」を製作：視覚的ツールを使う。
・「一口分」が分かるように写真を提示
・「スプーンとフォークをその都度置くこと」を分かりやすく伝える。

[Ⅲ]お弁当の中味も調整
・ごはん⇒一口おにぎり ・おかず⇒一口大等、
ご家庭に相談し、お母様にお弁当の食形態のご協力を得る

☆支援目標
（具体的行動で表現）

・ひと口ずつ食べる



⑧支援結果Ⅰ（構造化初回）

＊食事前にタイムタイマーで『いただきます』までの待ち時間提示
(5分)

⇒初回～数回「タイムタイマーが鳴ったら必ず『いただきます』する」
ことを徹底して伝えた結果、ご本人がお弁当の準備が終わっても
タイムタイマーの残り時間を自分で確認して待てるようになった。
「あとちょっとだね。」「もうすぐなくなるよ。」などの発言も聞かれた。

☆支援目標
（具体的行動で表現）

・ひと口ずつ食べる



・お弁当箱、お手ふき、デザートの容器、スプーンフォークの
置き場所を色分けで提示。置く場所は本人に決めてもらった。

・一番手前中央には、お皿の写真カードを用意。
⇒お弁当箱からお皿に移し、大人が一口分を提供する
ことを伝えたが、強い拒否が見られる。

ランチョンマット①



⑨支援結果Ⅱ（再構造化Ⅰ）

☆支援目標
（具体的行動で表現）

ランチョンマット①
⇒視覚的に「期待されていること」が分かり、食事準備もスムーズに。
⇒スタッフからの食事介助（お弁当⇒取り皿に移すのはｽﾀｯﾌ介助）
には拒否が見られた。「自分で一つずつ移して食べる」設定に変更。
⇒「一つずつ食べる」は理解し、逆にこだわる
（「１コ」とランチョンマットに書いて欲しいと要求）
⇒食材を口に入れている間、スプーンとフォークは定位置に
置くことが出来たため、詰め込みも減少した。

・ひと口ずつ食べる



※①との変更点
・お皿に一つずつ移すのでなく、お弁当箱から直接食べる形に。
・ご飯の一口量、おかずの一口量を写真で提示。
その後本人からの要求もあり、写真カードの下に「１こ」と書く。

ランチョンマット②



⑨支援結果Ⅲ（再構造化Ⅱ）

☆支援目標
（具体的行動で表現）

ランチョンマット②
⇒自分で食べたい気持ちに添って設定（再構造化）することで、
拒否感なく食事を進められ、不快感は減少。
⇒自分で「１コ」と書くようスタッフに要求したこともあり、
「１コずつ食べる」を自分で強く意識（自発⇒自立）
⇒時折、詰め込む様子が見られてはいるが、頻度・強さは減る。
落ち着いて食事が出来るようになった。

その後効果が薄れ、再び詰め込み食べが再び見られたため、
ランチョンマット②を更に「再構造化」

・ひと口ずつ食べる



ランチョンマット③

※②との変更点
・「一口ずつ」上手に食べれたら「カエルカード」を貼る設定に。
5枚全部貯まったら、カードを一枚もらえる。
・口の中をスタッフに見せて、空っぽであればカードをスタッフが貼る。

・カードをランチョンマットに貼りながら、「上手に食べられてるね」
「かっこいいね」などの「褒めことば」も多用する



⑩支援結果（再構造化Ⅲ）

☆支援目標
（具体的行動で表現）

ランチョンマット③
⇒本人の好きな“カエルカード”を「好子（ごほうび）」に活用する事で
「一口ルール」の意識化とモチベーション向上につながった。
⇒「カエルカード」は5枚集めてもらえるカードより
ランチョンマット上に「5枚集まる」事の方に満足している様子が
観察された。（達成感⇒自己評価⇒自己肯定感）

・ひと口ずつ食べる



⑪まとめ

＊声掛けを減らし、視覚的に分かり易く伝えることで、
ご本人も伝えられた「適切な食べ方」を受け入れている。
⇒「特性」と「環境」の「相互作用」（巻末参照）

＊「見て分かる環境」になった事により、ご本人も「１こ」と発信した。
⇒「見て分かり易い環境」は「発信」も育てる

＊「自分で決めたこと」は真面目に守ろうとする、
ご本人の良い部分を更に発見できた。
⇒ 「自発・自立」から「自律」へ

＊ランチョンマット等、構造化して暫くはモチベーションも持続するが、
一定期間経つと飽きる。
⇒モチベーション維持の為、定期的な再構造化が必要。

☆支援目標 ・ひと口ずつ食べる



環境因子（環境・関わり方・活動等）

＊言葉掛け，動作介入
のみの関わり

＊どうなったら「頂きます」なのか
状況が明確でない(食事前)

＊食べ方の明確な手続きが
環境に用意されていない

＊弁当は普通に盛られている

本人因子（特性）

＊言葉の理解の弱さ
（視覚学習の良さ）

＊先の見通しをうまく持てない
（段取り・組立の弱さ）

＊興味・関心の狭さ

＊部分に意識，全体把握が苦手

＊感覚が独特(口腔鈍麻)

＊体の使い方(手先が不器用)

支援計画実施前（Before)

口に詰め込んで食べる



環境因子（環境・関わり方・活動等）

＊ランチョンマット(視覚的指示）

＊タイムタイマー＋頂きます（動作）
で食事開始（見通し・手続き）
＊何個ずつ食べるのか視覚的に
ルールを明確にしている。

＊こだわりの保証(自分で食べる,他）

＊適量を食べる⇒カエルカード
（視覚的・明確なルール・興味関心）

＊保護者協力で主食・副食を
一口大にカット

本人因子（特性）

＊言葉の理解の弱さ
（視覚学習の良さ）

＊先の見通しをうまく持てない
（段取り・組立の弱さ）

＊部分に意識，全体把握が苦手

＊興味・関心の狭さ
(好きな物，事を活かす)

＊感覚が独特(口腔鈍麻)

＊体の使い方(手先が不器用）

支援計画実施後（After）

ゆっくり食べる
（一口ずつ口に入れて食べる）

強化[機能：感覚]
☑ほめる □関わる
□ごほうび☑トークン
☑その他 ⇒「枠(ﾊﾟﾀｰﾝ)」

（本人のこだわりどおりに行く）


